
平成２７年８月 

＊お楽しみ抽選＊ 

当選総数６６本!！ 

＊さいかまつり出場者募集!!＊ 
新企画！ 「さいかガンバルマン」（19時40分ごろ～） 

 ・種目① Ｙ字バランス（タイムレース） ６名程度 

・種目② 耐久なわとび（回数レース）  ６名程度 

※どちらも年齢制限なし！景品あります！参加ご希望の方は、８月７日（金）までに雑賀公民館へ。 
 

ちなみに・・・ 

◇「子どもジャンケン大会」「炭酸ジュース早飲み大会」「ＭＡＮＤＩプレゼンツ」は、 

当日オープニングセレモニー前に会場で募集します！※対象は子どものみ。 

◇「さいかのエンターテイメント笑」も引き続き出場者募集中です！ 

       

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

平成２０年１２月 

ＮＯ２２１ 

９ 

 

と き 平成２７年８月９日（日） 

     午後 ５時 ～ ９時 

ところ 雑賀小学校校庭     

※雨天の場合は小学校体育館・ピロティ 

＊夜店コーナー＊ 
☆かき氷☆から揚げ☆やきとり☆ホットドック 

☆あしがるカレー☆焼きそば☆当てくじ   他 

今年は晴れ

ますように!! 

＊詳細は、チラシをご覧ください。＜問合せ先＞雑賀公民館 ℡23－8179 
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  き 近代の時代を先取る 岡崎運兵衛 

 岡崎運兵衛は、竪町岡崎家に養子に入り、第６代 

運兵衛を襲名しました。明治１０年代から大正期に 

かけて、松江の近代化を先取りした人物であり、松 

江市の名誉市民にもなっています。明治期の新しい 

政治に興味を持ち、県議、市議、衆議院議員を務め 

ました。 

一方で、文明開化の波に乗り、地方都市松江でも 

近代化を図る事業を次から次へと起こしていきます。

起業家としての運兵衛の先見性は、目を見張るもの 

があります。新聞事業、銀行事業、製糸事業、保険 

事業、電灯事業、商工会事業、鉄道事業、汽船事業、 

貧民救済事業、日赤県支部事業など幅広い視野から 

の事業を立ち上げて、現在に至っている事業も多く 

あります。 

また、初代の松南教育会の会長となり、雑賀教育 

の振興にも力を大きな注ぎました。 

今、新町極楽寺にひっそりと眠っています。 

 

く 黒白の 版画を極めた 平塚運一 

 平塚運一は、津田笠森下の宮大工の家に生まれ、 

幼少の頃から木を友として暮らし、雑賀小学校の頃 

には木製刷りの「ペッタリ」を手づくりして遊んで 

いました。水彩画や油絵、版画の作品を手掛けてい 

ましたが、木版画の世界に惹かれていき「自画、自刻、 

自摺」を原則とした創作版画の道を究めていきます。 

単純な白と黒の世界の中に、平塚運一流の「単化」 

と「デフォルメ」の技法によって、白黒版画の素晴 

らしい世界を広げていきました。木版画のジャンル 

を近代絵画の中に確立させていきました。 

２７年間アメリカで活動し、木版画の素晴らしさ 

を世界に伝えていきました。 

そして、松江市の名誉市民の称号を受けて、帰 

郷後も、木版画制作に打ち込んでいきました。 

「彫り上げて いざ摺らんかな 初摺の 

この嬉しさを 誰に語らむ」 

 平塚運一ならではの歌です。   

（南行） 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜第１回＞ 

○日 時：８月１７日（月）  

１３：３０～１５：００ 

○場 所：雑賀公民館 若槻ホール 

○演 題： 

「もっと知って  

岡崎運兵衛・小原雲心・石倉俊寛 

のここがすごいよ！」 

○講 師： 内村 豊（雑賀公民館長） 

 

＜第２回＞ 

○日 時：９月１４日（月）  

○時 間：１３：３０～１５：００ 

○場 所：雑賀町公民館 若槻ホール 

○演 題： 

「若槻禮次郎・岸清一・荒川亀斎 こぼれ噺」 

○講 師：吉野 蕃人さん 

（雑賀まちづくり推進協議会顧問） 

雑賀まちづくり推進協議会は、平成１８年

度より「歴史と教育の町」を目指し新しい

まちづくりに取組んでいます。これまでに

「地域資源」の掘り起こしを行うと共に、

史跡マップ・まちあるきマップの作成、跡

顕彰碑等の建設、開府４００年事業への参

加、床几山公園の整備、偉人煎餅等の雑賀

グッズの開発等々、実践してきました。そ

うした路線上に「松江先人記念館」を開設

し、「雑賀教育資料館」と共にまちづくり

の拠点となる施設の開設が待たれていま

す。今回改めて、雑賀の生んだ先人を広く

知っていただく講座を企画いたしました。 

ご参加お待ちしております！！ 

 

松江先人記念館には、「若槻禮

次郎」「岸清一」「岡崎運兵衛」

「石倉俊寛」「平塚運一」の雑

賀の生んだ５人の名誉市民

と、芸術文化の発展に貢献し

た「荒川亀斎」「小原雲心」の

計７人の顕彰を行い、記念館

とするものであります。 
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下記の方々よりご寄付をいただきました。 

 ご厚意に対し厚くお礼申し上げます。 

（玉串料・香典返し） 

・ 三島 輝子 様（４区東） 

・ 和田 良介 様（１２区） 
 

  故人のご冥福をお祈りいたします。 

雑賀地区社会福祉協議会 

ご寄付のお礼 

◇主 催 雑賀教育資料館運営委員会 

◇日 時 ７月３０日（木）～８月３１日（月） 

     １０：００～１６：００ 

（土・日曜・盆 13～15 日は休館） 

◇会 場 雑賀教育資料館（雑賀小学校内） 

２階 活動ホール 

◇問合せ 福岡修之（℡２４－５８９０） 

戦後７０年にあたり、大東亜戦争時代の遺品や 

記録として残されているものを多数展示して 

います。皆様のご来館おまちしております。 

※詳しくは、回覧文書をご覧ください。 

＜新役員が決まりました＞ 

青少年を育てる会 

会長 石倉孝男  副会長 清水陽子 園山和夫 

＜お詫び・訂正について＞ 

「館報 雑賀」(H27.6.20発刊) 

平成二十七年度各種団体等役員 

相信会 副会長  誤 勝部秀明 西尾千鶴子 

          正 清水利美 岩﨑圭子  

庄司 肇 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     ８月の行事予定     平成２７年７月２５日現在 

日 曜日 予定行事・事業 

４ 火 サマーキッズクラブ“子どもクッキング①”調理室・澤野の間 13:30～  

５ 水 
からだ元気塾 岸ホール 10:00～ 

サマーキッズクラブ“子どもクッキング②”調理室・澤野の間 13:30～ 

９ 日 さいかまつり 雑賀小学校校庭 17:00～  

１０ 月 さいかまつり早朝清掃 6:30～ ※代休のため事務室を閉めさせていただきます。 

１７ 月 
学び塾Ⅱ 第１回「雑賀の生んだ先人に学ぶ！」 若槻ホール 13:30～ 

※参加費・申込み不要です。 

１９ 水 からだ元気塾 岸ホール 10:00～ 

２０ 木 サマーキッズクラブ “影絵キャンドルづくり”若槻ホール 10:00～ 

２１ 金 サマーキッズクラブ “マイバックづくり①”澤野の間 13:30～ 

２４ 月 
サマーキッズクラブ “マイバックづくり②”澤野の間 13:30～ 

さいかっ子ラジオ体操 雑賀小ピロティ 8:00～（８/24～27） 

２５ 火 おひさま文庫 澤野の間 10:00～ 

２６ 水 からだ元気塾 岸ホール 10:00～ 

２８ 金 職員研修のため、午後より事務室を閉めさせていただきます。 

 
～公民館からのお知らせ～ 

８月１０日（月）、１３日（木）、１４日（金）は

公民館窓口業務をお休みます。ご迷惑おかけしま

すがよろしくお願いいたします。 

問合せ先：雑賀公民館  TEL２３－８１７９  FAX２１－８１２０ 

おひさま文庫 

日 時 ８月 25日（火） 

10時～11時 

ところ 雑賀公民館１階「澤野の間」 

※絵本の貸し出し・読み聞かせをします。 

 

～第１７０回松江・出雲掃除に学ぶ会 

松江三中大会のお礼～ 

７月１９日、竹下教頭・ソフトテニス部福間教諭と

部員の生徒さん・駅前交番石川署長・松江警察署

の上田さんにお世話になり、トイレをピカピカにしまし

た。松江三中が喜びました！ 

ご参加いただき、ありがとうございました‼  
松江・出雲掃除に学ぶ会  代表世話人 平野武志 

平成 26年度飲酒運転根絶作戦 
雑賀地区交通安全協会 

交通安全対策協議会  

B グループ 第３位  

＜子育て応援くつろぎ空間＞ 

 

 

公民館の和室を開放して、お友達やご家族でゆ

っくり過ごせるスペースをオープンしました。周り

を気にせずランチやお茶を楽しむひとときにご

利用ください♪ 

＊日 時：８月６日（木）・１１日（火）・２０日（木）・

２７日（木） １０：００～１６：００ 

＊利用料：１家族１００円 

※持ち込み Ok！（ゴミはお持ち帰りください） 

※食事・飲み物の提供はありません。 

※お子様の見守りを必ずお願いします。 

※駐車場にかぎりがあります、ご承知ください。 

※交流・くつろぎの場所として開放します、イベ

ント等の開催はできません。 


